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2019（令和元年）
No. 159

主な内容

（５月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,346 （＋ 185）
人　 口 ５万 3,460 （＋ 247）
男 ２万 5,158 （＋ 125）
女 ２万 8,302 （＋ 122）

出　 生 32
死　 亡 53
転　 入 422
転　 出 148
その他異動 ６



出水市交通災害共済制度のご案内　　　　　～交通災害共済制度のあらまし～

事故の状況 治療の状況 見舞金の受取額

自動車（自転車）で停車中に追突
されけがをした。

入院　50日×1,000円
通院　20日×800円
基本額（初回のみ）10,000円

76,000 円

バスに乗っているときに事故に遭
いけがをした。

通院　36日×800円
基本額（初回のみ）10,000円 38,800 円

子どもが自転車を運転中に転倒し
けがをした。

入院　３日×1,000円
通院　３日×800円
基本額（初回のみ）10,000円

15,400 円

※見舞金を受けられた方からは「こんなにたくさん貰えるとは思っていなかった。加入して
　いてよかった。」等の感謝の声が寄せられています。
※詳しい制度の内容は加入申込書の裏面に記載してありますのでご覧ください。

◎年間をとおしていつでも申し込みできます。
　（共済期間が７月１日からですので、できるだけ６月 30 日までにお申し込みください。）
◎加入申込書（はがき）をお送りしますので、必要事項を記入の上、会費（1 人 360 円）
　を添えてお申し込みください。

①本市に居住し、住民登録されている方
②就学のため市外に居住している方で、
　保護者が①の方
③季節的な労働に従事し、市外に居住さ
　れている方

2019 年

1 人　年間

※治療を受けた実日数が５日以上を要
　したものを対象とします。
※支給対象とする治療の期間は、事故
　日から 1 年以内です。見舞金の申
　請期間は事故日から２年間です。

会費

共済期間

加入できる方

申し込み期間・方法

見舞金の内容

死亡見舞金
万円

遺児加算　　　　万円（１人当たり）

障害見舞金
基本額

入院　　　　　円
（１日当たり）

通院　　　　円
（１日当たり）

※ 2019 年７月１日以後に発生した交通事故について適用します。

共済見舞金の支給事例

万円

円　（中途加入も同額）

　（中途加入の場合は会費納入の翌日から有効）
月 日～ 2020 年 月 日
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出水市交通災害共済制度のご案内　　　　　～交通災害共済制度のあらまし～

もしもの時に備えて、みんなで加入しましょう！

市民一人一人が少ない会費を出し合い、不幸にして交通事故に遭われた方
に見舞金を送る、相互の助け合いの制度です。
今まで加入されている方は引き続き加入をお願いします。加入されていな
い方はこの機会にぜひ、加入されますようお勧めします。

交通災害共済とは

2019 年７月１日から
2020 年６月 30 日まで

 本庁安全安心推進課（☎ 63 － 4151）

一人 360 円で
家族を守る！

家族そろって

加入しよう！

共済期間
2017 年度は 27,353 人の方が
加入し、共済見舞金を 81 人
の方にお支払いしています。
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土砂災害に注意！

地すべり

がけ崩れ

土石流

大雨のあとは・・・

傾斜の急な斜面が崩れる

山から崩れた土や石が、水
と一緒になってものすごい
勢いで流れ下ってくる

やや傾斜のゆるい斜面
が、広い範囲にわたって
かたまりのまま動く

がけ崩れの前ぶれ

○がけから小石がパラパラ落ちてくる。
○樹木が揺れたり、傾いたりする。
○斜面から水がわき出る。
○斜面にひび割れができる。

土石流の前ぶれ

○川や沢の中でゴロゴロという音がする。
○川や沢の水が濁り、生の木が流れてく
　る。
○山鳴りがしたり、異常なにおいがする。
　地鳴りがする。
○雨が降り続いているのに川や沢の水が
　減る。

地すべりの前ぶれ

○池の水が濁ったり、減ったりする。
○山の樹木がザワザワとさわぐ。木の裂け
　る音がしたり、木の根が切れる。
○地鳴りや山鳴りがする。
○わき水が増える。
○地面にひび割れや段差ができる。

　台風や大雨によって土砂災害（がけ崩れ・土石流・地すべり等）が引き起こ
される危険があります。
　身のまわりでこのような現象が起こったら、すぐに近所の人や市役所に知らせ、安全な場
所に避難しましょう。特に大雨が降っているとき、降ったあとは要注意です。

※最低限覚えておくべき３つのポイント
◆雨に注意しましょう！

１時間に 20 ミリ以上、または降り始めてから 100 ミリ以上の降雨量になったら危険信号といわれ
ているので、注意が必要です。

土石流は速度が速いため、土砂の流れる方向に対して、直角に逃げるようにしましょう。
◆逃げ方を覚えましょう！

◆避難場所を決めておきましょう！
日頃から家族全員で避難場所や避難する道順を決めておきましょう。

気象機関が発表する気象情報（特に大雨洪水警報など）には十分注意し、
避難など早めの対策を取るようにしましょう。
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地区名 避難所の名称 電話番号
指定緊急避難場所（災害種別） 指定

避難所浸水 土砂災害 地震 高潮 津波

出
　
水

大川内 上場小学校（68－2200） 専用68－2933 ○ ○ ○ ○ ○ ○
大川内農業者トレーニングセンター 68－2502 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東出水

出水市役所 63－2111 ○ ○ ○ ○ ○ ○
東出水小学校 63－2160 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＮＴＴ出水ビル ―― ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水保健センター 63－2143 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出水

青年の家（小原山体育館） 63－2135 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水小学校 63－2151 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水市民交流センター 62－7222 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水中学校 63－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西出水 西出水小学校 63－2155 ○ ○ ○ ○ ○ ○
高齢者ふれあいセンター 63－0017 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津東
切通小学校 67－3311 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津農村環境改善センター 67－3879 ○ － ○ － － －
米ノ津東小学校 67－1006 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津
米ノ津中学校 67－1055 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津小学校 67－1119 ○ ○ ○ ○ ○ ○
福之江保育園 67－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荘 鶴荘学園 82－0633 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高
尾
野

西部 高尾野小学校 82－0029 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中部 高尾野中学校 82－0019 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東部 高尾野老人福祉センター 82－4850 ○ ○ － ○ ○ ○
高尾野農業者健康管理センター 82－1846 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北部 下水流小学校 82－0039 ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水流農業者トレーニングセンター 82－0210 ○ ○ － ○ ○ ○

江内
江内小学校 83－3004 ○ ○ ○ ○ ○ ○
江内カントリーコア 83－3111 ○ ○ － ○ ○ ○
野口自治公民館 ―― － － ○ － － －

野　

田

岩淵 岩淵公民館 ―― ○ － － ○ ○ －
屋地、旭 屋地自治公民館 ―― ○ ○ － ○ ○ ○

餅井 餅井自治公民館 ―― ○ ○ － ○ ○ ○
青木 青木原自治公民館 ―― ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田
中央

野田農村環境改善センター 84－3316 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田保健センター 84－3003 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田小学校 84－2008 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田中学校 84－2011 ○ － ○ ○ ○ －
野田女子高等学校 84－2074 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田体育館 84－3316 ○ － ○ ○ ○ －
野田武道館 ―― ○ － ○ ○ ○ －

市内避難所一覧

※電話番号欄に記載のない避難所については、本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）へご連絡ください。
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　2018年度下半期の財政状況について

会計名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水道事業 予算現額 ８億 1,910 万円
102.03%

７億 8,883 万円
96.07%

１億 7,747 万円
96.03%

５億 3,910 万円 
93.64%

収入・支出済額 ８億 3,570 万円 ７億 5,784 万円 １億 7,043 万円 ５億　482 万円

病院事業 予算現額 44 億 4,051 万円
85.68%

45 億 4,943 万円
96.90%

２億 3,757 万円
94.44%

７億 6,361 万円 
98.36%

収入・支出済額 38 億　473 万円 44 億　845 万円 ２億 2,437 万円 ７億 5,110 万円

区　分
2019 年３月末

現在高
2018 年９月末

現在高
増　減 備　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,280 万 3,421㎡
（2,853 万 4,896㎡）

3,282 万 4,198㎡
（2,853 万 4,945㎡）

△２万　777㎡
（△　49㎡）土地のうち、主なものは山林です。

建 物 32 万 4,028㎡ 32 万 7,404㎡ △ 3,376㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 　4,588 万円 ０万円 市が保有している株券です。
出 資 金 １億 382 万円 １億 382 万円 ０万円 各種協会等への出資金です。

貸 付 金 15 億 7,470 万円 18 億 1,938 万円 △２億 4,468 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付
けを行っているものです。

車 両 169 台 171 台 △２台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 200 億 8,766 万円 202 億　329 万円 △１億 1,563 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、19 の基金があります。

積 立 154 億 1,883 万円 155 億 3,452 万円 △１億 1,569 万円 計画的に積み立て、資金不足のときに取り崩したり、特
定の事業を行うための基金です。

果実運用 32 億 5,710 万円 32 億 5,710 万円 ０万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金です。

定額運用 ９億 1,941 万円 ９億 1,941 万円 ０万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを
行う基金です。

特別会計 ４億 9,233 万円 ４億 9,227 万円 ６万円 特別会計が積み立てている基金です。主に国民健康保険基金。

会　　計　　名 2019 年３月末 
現　在　高

2018 年９月末 
現　在　高 増　　減

一　般　会　計 226 億 1,647 万円 232 億 2,660 万円 △６億 1,013 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 70 億　572 万円 70 億 4,986 万円 △ 4,414 万円
特定環境保全公共
下 水 道 特 別 会 計 43 億 8,303 万円 44 億 1,405 万円 △ 3,102 万円
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計 14 億 5,657 万円 14 億 6,167 万円 △　510 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 7,544 万円 8,266 万円 △ 722 万円

企業会計
水　 道　 事　 業 38 億 5,203 万円 38 億 6,001 万円 △　798 万円
病　 院　 事　 業 18 億 6,372 万円 19 億 8,021 万円 △１億 1,649 万円

企業会計の状況

2019 年３月 31 日時点の財産などの状況

財産の状況

借金（市債）の状況

一時借入金の状況 　昨年 10月 1日から本年３月 31日までの間に資金不足は発生しなかったた
め、一時借り入れは行っていません。
　なお、2006 年の市町合併以降、資金不足により一時借り入れを行った実績
はありません。

○一 般 会 計 と は…福祉・教育・都市整備といった行政運営の基本的な経費について、市税などを主な財源として計上している会計です。
○特 別 会 計 と は…地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を行う会計です。
○企 業 会 計 と は…使用料などのその事業における収入で、その事業の経費をまかなうことを目的として設置される独立採算が原則の会計です。
○市 債 と は…市が大きな事業を実施するときに国や金融機関などから行う借入金のことです。
○一時借入金とは…支払資金が不足するときなどに、金融機関から一時的に借りるお金のことで、年度内に返済することになっています。

　地方自治法並びに出水市財政事情の作成及び公表に関する条例では、年に２回、市の財政状況について公表する
ことになっています。今回は、2018（平成30）年度下半期（10月～３月）の財政状況について、お知らせします。
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　〔　歳　入　〕
区　　　分 予算現額 収入済額 収入率

自
主
財
源

市 税 55 億 4,414 万円 55 億 6,606 万円 100.40%
使 用 料 お よ び 手 数 料 ４億 3,933 万円 ３億 9,243 万円 89.33%
分 担 金 お よ び 負 担 金 ２億 3,172 万円 １億 9,839 万円 85.61%
繰 越 金 ９億 3,732 万円 ９億 3,731 万円 100.00%
繰 入 金 ３億 5,229 万円 ３億 2,825 万円 93.17%
そ の 他 ５億 7,015 万円 ２億 6,319 万円 46.16%
小 計 80 億 7,495 万円 76 億 8,563 万円 95.18%

依
存
財
源

地 方 交 付 税 88 億 8,323 万円 91 億 4,915 万円 102.99%
国 庫 支 出 金 36 億 2,299 万円 31 億 5,005 万円 86.95%
市 債 26 億 7,850 万円 ６億 5,000 万円 24.27%
県 支 出 金 22 億 9,879 万円 15 億 8,606 万円 69.00%
そ の 他 12 億 4,543 万円 12 億 7,093 万円 102.05%
小 計 187 億 2,894 万円 158 億 619 万円 84.39%

歳 入 合 計 268 億 389 万円 234 億 9,182 万円 87.64%

　〔　歳　出　〕
区　　分 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 １億 9,758 万円 １億 9,355 万円 97.96%
総 務 費 32 億 4,576 万円 23 億 5,518 万円 72.56%
民 生 費 97 億 5,893 万円 79 億 5,070 万円 81.47%
衛 生 費 24 億 7,323 万円 23 億 3,399 万円 94.37%
労 働 費 2,215 万円 2,157 万円 97.38%
農 林 水 産 業 費 14 億 2,152 万円 ９億 9,156 万円 69.75%
商 工 費 ４億 8,405 万円 ４億 4,420 万円 91.77%
土 木 費 20 億 5,518 万円 ９億 3,243 万円 45.37%
消 防 費 ９億 4,736 万円 ６億 5,509 万円 69.15%
教 育 費 34 億 4,865 万円 22 億 4,357 万円 65.06%
災 害 復 旧 費 2,150 万円 1,197 万円 55.67%
公 債 費 27 億 2,298 万円 23 億 6,166 万円 86.73%
予 備 費 500 万円 ０万円 0.00%
歳 出 合 計 268 億 389 万円 204 億 9,547 万円 76.46%

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 77 億 7,797 万円 70 億 6,510 万円 90.83% 72 億 1,265 万円 92.73%
後 期 高 齢 者 医 療 ６億 4,516 万円 ６億 3,579 万円 98.55% ６億 4,252 万円 99.59%
介 護 保 険 61 億　441 万円 50 億 7,899 万円 83.20% 53 億 2,672 万円 87.26%
交 通 災 害 共 済 1,484 万円 2,000 万円 134.77% 748 万円 50.40%
下 水 道 12 億 4,236 万円 ３億 7,042 万円 29.82% 10 億　304 万円 80.74%
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 ４億 9,177 万円 １億　　79 万円 20.50% ４億 6,121 万円 93.79%
農 業 集 落 排 水 ２億 7,855 万円 6,098 万円 21.89% ２億 5,604 万円 91.92%
地 方 卸 売 市 場 2,074 万円 1,041 万円 50.19% 2,032 万円 97.97%

各会計における 2019 年 3月 31日時点の予算の執行状況、財産の状況は次のとおりです。
なお、企業会計以外は出納整理期間があるため 2018 年度末の決算額とは異なります。

一般会計の状況

2019 年３月 31 日時点の予算の執行状況

※自主財源の「その他」には、
　財産収入、寄附金、諸収入　
　が含まれています。
※依存財源の「その他」には、
　地方譲与税、地方消費税交
　付金などの各種交付金が含
　まれています。

特別会計の状況

　2018年度下半期の財政状況について
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分担金および負担金
37億4,925万２千円
分担金および負担金
37億4,925万２千円

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

２
０
１
９
年
度
当
初
予
算

歳　出 歳　入

2019 年度当初予算
49億 3,324 万７千円

諸収入
1,877万９千円 

使用料および手数料
3,701万７千円

国庫補助金
11億2,819万９千円

⎰
⎱

衛生費
47億390万２千円
うち新焼却処理施設整備費分
　41億3,737万５千円

総務費
8,696万円

民生費
6,134万２千円

内訳
阿久根市負担金 ９億 888 万７千円
出水市負担金 22 億 9,468 万２千円

長島町負担金 ４億 8,782 万４千円

地方交付税（注） 5,785 万９千円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 新焼却処理施設整備費 介護保険事業費 公債費 総務費ほか
3,990 円 954 円 1,799 円 49,245 円 730 円 941 円 1,059 円

返　済

住民１人当たりに使われる金額 58,718 円
（2019 年３月末人口で算定） 人口 84,016 人

歳　入
49億3,324万７千円歳　出

49億3,324万７千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
２
０
１
９

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
２
０
１
９
年
度

の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
当
初
予
算
は
、
昨
年
度
の

当
初
予
算
に
比
べ
、
27
億
９
千
８
４
４
万
８
千

円
（
１
３
１
㌫
）
増
の
49
億
３
千
３
２
４
万
７

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、
各
市
町
か

ら
の
負
担
金
、
鉄
・
ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収

入
等
お
よ
び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用

料
等
）、
新
焼
却
処
理
施
設
整
備
事
業
費
に
係

る
国
庫
補
助
金
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か
い

（
ご
み
）・
リ
サ
イ
ク
ル
・
し
尿
処
理
経
費
や
新

焼
却
処
理
施
設
整
備
に
伴
う
施
設
建
設
工
事
の

事
業
費
な
ど
の
衛
生
費
、
借
金
返
済
に
充
て
ら

れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務
の

経
費
で
あ
る
民
生
費
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
か
つ
効

率
的
な
財
政
計
画
を
立
て
、
組
合
の
健
全
な
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
�
４
８
１
５
）

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://hokusatukouiki.jp/

公債費
7,903万２千円

議会費
　151万１千円
予備費
　　50万円
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氏名 住所 寄付の内容

富田　文男 出水市下大川内 太閤石

出水市特攻碑顕彰会
副会長　吉田　國蔵 出水市平和町 桜

一般社団法人
日本野球機構野球振興室 非公表 ベース・ウォール

三重　多起子 出水市 非公表

山田　有良 鹿児島市鴨池新町 槍穂、髪結道具など

株式会社　ホープ
代表取締役　時津　孝康 非公表 出水市子育て情報冊子

株式会社　ヒラヤマ
代表取締役　平山　政壱 出水市平和町 現金

株式会社　小畑商店
代表取締役　小畑　みち子 出水市野田町下名 図書カード

壱岐　正歩 非公表 刀、脇差、巻物など

株式会社　アドフレックス
代表取締役　田畑　克巳 北九州市小倉南区 家庭ごみ収集計画カレンダー

株式会社　のぼる産業 出水市武本 校旗、学校門札など

東京高尾野会
会長　唐崎　富夫 東京都千代田区 現金

平岩自治会 出水市武本 石像（平岩の田之神）

出水ロータリークラブ
会長　西池　大生 出水市昭和町 桜

一般社団法人鹿児島県 LP ガス協会
会長　秋元　耕一郎 鹿児島市鴨池新町 ガステーブルコンロ

亀田　晃一 鹿児島市向陽 図書

根比　キヌエ 出水市高尾野町柴引 芝桜

NPO 法人　Howto21Club
理事長　吉井　秀之 出水市下知識町 桜

鹿児島相互信用金庫　出水信ちゃん会
会長　岩﨑　孝和 出水市本町 軽自動車

ワールドサンフーズ株式会社
代表取締役　川原　嘉裕 鹿児島市南栄 移動式ベンチ

大豊工業株式会社九州工場
工場長　岡元　義幸 出水市緑町 桜

　2018 年４月１日～ 2019 年３月 31 日に出水市に次の方々から寄付がございましたのでお知らせします。
　浄財をいただき感謝申し上げます。（敬称略）

出水市へのご寄付ありがとうございました

※公表することに同意された方のみ掲載しています。
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競技別リハーサル大会開催！

４
月
21
日
（
日
）
か
ら
23
日

（
火
）
に
か
け
て
市
総
合
運

動
公
園
野
球
場
に
お
い
て
第
53
回

九
州
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大

会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

高
等
学
校
野
球
（
軟
式
）
競
技
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
」
が
県
内
ト
ッ
プ

を
き
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
地
区
の
強
豪
６
校
が
そ
ろ

い
、
最
後
ま
で
試
合
を
諦
め
ず
、

一
挙
手
一
投
足
に
全
力
を
尽
く
す

球
児
ら
の
ひ
た
む
き
な
プ
レ
ー

は
、
予
想
も
つ
か
な
い
ド
ラ
マ
や

感
動
を
生
み
出
し
、
観
る
者
を
釘

付
け
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国体だより

 

北
松
農
業

文
徳

鹿
児
島

福
大
大
濠

津
久
見

鹿
児
島
実
業

鹿児島実業
大会結果
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６
月
に
は
全
国
・
西
日
本
大
会
規
模

の
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
競
技
会
場
へ
お
越

し
い
た
だ
き
、
選
手
の
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ー
を
観
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

第
41
回

　
西
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
２
部
）

期
日　
６
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

場
所　
市
総
合
運
動
公
園
野
球
場

　

近
畿
・
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
、
強
豪
社
会
人
の
26
チ

ー
ム
が
出
場
す
る
大
会
で
す
。
本
市
で
は

１
回
戦
か
ら
準
々
決

勝
ま
で
の
５
試
合
が

行
わ
れ
ま
す
。 軟

式
野
球
競
技

　

大
会
期
間
中
（
競
技

会
場
の
設
営
お
よ
び

撤
去
期
間
も
含
む
）
に
伴
い
、
競
技
会
場

の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
会
期
間
中
は
、
他
の
施
設
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

 燃ゆる感動かごしま国体出水市実行委員会事務局（国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

第
66
回

　
全
日
本
勤
労
者
弓
道
選
手
権
大
会　

期
日　
６
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

場
所　
市
総
合
武
道
館
弓
道
場

　

仕
事
の
か
た
わ
ら
、
技
を
磨
き
続
け
た

選
手
た
ち
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
企
業
・

団
体
等
の
84
チ
ー

ム
、
約
３
０
０
人

が
名
誉
を
勝
ち
取

る
た
め
に
戦
い
ま

す
。

弓
道
競
技

施設名 使用できない期間

市総合運動公園野球場 ６月４日（火）～同10日（月）

多目的グラウンド ６月７日（金）～同10日（月）

市総合武道館弓道場 ５月20日（月）～６月14日（金）

市総合武道館（剣・柔） ６月３日（月）～同11日（火）

お
願
い

Ｑ　
九
州
大
会
準
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

い
ま
す
。
大
会
を
終
え
て
、
今
の
気
持

　

ち
は
？　

Ａ　
悔
し
い
気
持
ち
が
一
杯
で
す
。
決
勝

　

戦
で
は
バ
ン
ト
ミ
ス
も
あ
っ
て
、
も
う

　

少
し
良
い
プ
レ
ー
が
で
き
た
の
で
は
な

　

い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。　

Ｑ　
会
場
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
し
た
か
？

Ａ　
小
さ
い
頃
か
ら
球
場
の
周
り
で
遊
ん

　

で
い
た
し
、
出
水
の
祖
父
母
や
家
族
も

　

応
援
に
来
て
い
た
の
で
、
懐
か
し
い
気

　

持
ち
が
し
ま
し
た
。

Ｑ　
出
水
市
は
、
来
年
の
国
体
の
高
等
学

　

校
野
球
（
軟
式
）
競
技
の
会
場
と
な
っ

　

て
い
ま
す
。
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　
出
水
市
が
会
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
２
年
生

　

な
の
で
、
来
年
の
国
体
に
向
け
て
、
１

　

つ
ず
つ
勝
っ
て
国
体
出
場
に
つ
な
が
れ

　

ば
と
思
い
ま
す
。

高等学校野球（軟式）競技
遠矢　宗一郎　君（熊本県文徳高校２年）

本市出身選手に

インタビュー♪
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10
月
20
日
（
日
）
開
催　
参
加
者
大
募
集

【
参
加
者
】

種
目　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
３
㌔
、
10
㌔

※
公
認
コ
ー
ス
、
公
認
大
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
３
㌔
種
目
で
は
南
九
州
自
動
車
道
を
走
行
し
ま
せ
ん
。

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
制
限
時
間
は
６
時
間
で
す
。

 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
午
前
９
時
、
３
㌔
午
前
９
時
10
分
、
10
㌔
午
前
10
時

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中
学
生
以
下
の
方
は
参
加
で

　

き
ま
せ
ん
。

一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）　 

１
０
０
０
０
円

　

一
般
（
３
㌔
・
10
㌔
）　 　

４
０
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　
　
　
　

 

２
５
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
０
円

 

参
加
案
内
（
前
回
大
会
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
）
に

　

記
載
さ
れ
た
内
容
を
ご
覧
の
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
（
Ｒ

　

Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）、
ま
た
は
電
話
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

事
務
局
窓
口
で
も
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
開
始
日　
６
月
28
日
（
金
）

応
募
期
限　
【
窓
口
受
付
】
８
月
21
日
（
水
）

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
受
付
】
９
月
１
日
（
日
）

特
典　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
抽
選
で
も
れ
な

　

く
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※
今
後
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
や
応
援
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
の

　

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

・

 

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
産
業
振
興
総
務
課
内
）（
☎
�
４
７
７
７
）

ラ
ン
ナ
ー
に
最
高
速
度
制
限
な
し
！

　
　
　
　
　
　
　
高
速
道
路
を
走
り
ま
せ
ん
か

 

 

 

 

★
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
★

■
２
０
１
８
年

　

サ
ハ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
完
走

■
２
０
１
８
年

　

イ
ラ
ニ
ア
ン
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

日
本
人
で
初
完
走

岩
元　
み
さ　
氏

　

選
手
の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
大
会
か
ら
、
当
日
の
午
前
８
時
か
ら

コ
ー
ス
に
設
定
さ
れ
て
い
る
県
道
、
市
道
が
車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま

す
。（
※
経
過
時
間
に
よ
り
一
部
解
除
さ
れ
ま
す
。
地
図
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
南
九
州
自
動
車
道
（
出
水
Ｉ
Ｃ
～
阿
久
根
Ｉ
Ｃ
）
も
午
前
７

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（
※
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
（
全
面
通
行
止
め
）

コースを

リニューアル♪

ツルマラソン大会　交通規制

１→午前８時～同 10 時 30 分
　　328 号、373 号、374 号、447 号、陸上競技場前道路
　　（競技の進行状況により随時解除）
２→午前８時～午後３時
　　328 号（ファミリーマート文化町店～３号線）、市道
３→午前７時～午後５時
　　南九州自動車道（出水ＩＣ～阿久根ＩＣ）

スタート・
フィニッシュ

フルマラソン折り返し２

フルマラソン折り返し１

第
31
回
出
水
ツ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会

koi
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
廃
プ
ラ
）
の

　
　
　
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

※
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

　

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

■
レ
ジ
袋
や
ス
ト
ロ
ー
は
、
買
い
物
の
際
に

　

エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
っ
た
り
、
不
要
で
あ
れ

　

ば
ス
ト
ロ
ー
の
受
け
取
り
を
断
っ
た
り
す

　

れ
ば
、
資
源
の
消
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

■
毎
日
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
１
本
購
入
さ
れ
て

　

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
週
に
数
回
水
筒
を
持

　

ち
歩
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペットボトルを

　　　　　水筒へ

レジ袋を

　　エコバッグへ

　

普
通
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
廃
プ

ラ
）は
生
分
解
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
分
解
性
と
は
土
壌
な
ど
の
自

然
の
中
で
、
物
が
微
生
物
に
よ
っ

て
分
解
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
分
解
さ
れ
ず
、
そ

の
ま
ま
存
在
し
ま
す
。
海
ま
で
流

れ
て
い
き
、
魚
や
カ
メ
な
ど
の
生

物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
で
一
番
重
要
な

こ
と
は
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
で

す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
環
境

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
す
が
、
使
っ
た
あ
と
す
ぐ
に
捨
て

る
（
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
）
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に
・
・
・

▽食事バランスガイド

　

｢

食
育｣

と
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食
文

化
の
継
承
、
健
康
の
確
保
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
自
ら
の
食
に
つ
い

て
考
え
る
習
慣
や
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
食
を
選
択
す
る

判
断
力
を
楽
し
く
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
等
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
お
よ
び
体
育
の

基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
指
針
（
食
生
活
指
針
の
実
践
の
た
め
に
）

①
食
事
を
楽
し
む
。

②
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

③
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
、適
正
体
重
の
維
持
を
。

④
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

⑤
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
。

⑥
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。

⑦
食
塩
は
控
え
め
に
、
脂
肪
は
質
と
量
を
考
え
て
。

⑧
日
本
の
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生
か
し
、郷
土
の
味
の
継
承
を
。

⑨
食
料
資
源
を
大
切
に
、
無
駄
や
廃
棄
の
少
な
い
食
生
活
を
。

⑩「
食
」に
関
す
る
理
解
を
深
め
、食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
本
庁
農
政
課
（
☎
�
４
１
２
９
）

６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

食育コーナー

はじめよう！

ごみのダイエット♪

★・・★・・★・・★・・★・・★・・★

★・・★・・★・・★・・★・・★・・★
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申し込み・問い合わせ先
　◆特定健診・長寿健診に関すること
　　本庁市民生活課（☎ 63 － 4041）
　◆各がん検診・腹部超音波検診・肝炎ウイルス検診・歯周病検診に関すること
　　市健康増進課（保健センター）（☎ 63 － 2148・2185、FAX62 － 2819）

　対象の方全員に受診券を送付します（申し込み
は不要です）。集団健診を受けられなかった方に
は、個別健診（医療機関で受診）を別途案内します。
受診の際は、受診券と保険証をお持ちください。

◆特定健診
出水市国民健康保険に加入の方で 40 歳から 74 歳の方が対象です。
集団健診はがん検診と同時に受けられます。

　社会保険加入の方は、各保険者から受診案内が
あります。市の集団健診で受診できる場合があり
ますので、各保険者にご確認ください。

　申し込みをされた方に受診券を送付します。集団健診を受けられなかった方には、個別健診（医療機
関で受診）を別途案内します。
　受診の際は、受診券と保険証をお持ちください。

◆長寿健診
後期高齢者医療制度に加入の方で申し込みをされた方が対象です。集団健診でも受診できます。

　申し込みをされた方に、受診票、検査キット（大腸がん検診のみ）、問診票等案内書類を送付します。
　受診を希望される方で、まだお申し込みがお済みでない方は下記の問い合わせ先まで早めにお申し込
みください。

◆胃・大腸・肺・前立腺・腹部超音波検診、肝炎ウイルス検診
各医療保険に関係なく受診できます。

（対象年齢：40 歳以上、ただし前立腺がん検診は 50 歳以上男性）

◆歯周病検診

対象年齢：41、51、61、66、71 歳
検診実施時期：本年６月～９月

次の対象年齢の方全員に受診票を送付します。市内の歯科医院で予約受診してください。

★対象年齢は、特定健診・長寿健診は 2020 年３月 31 日、各がん検診、腹部超音波検診、肝炎ウイル
　ス検診、歯周病検診は 2020 年４月１日現在の年齢を基準としています。
★受診書類送付時期：６月下旬から順次、各自治会便または郵送でお送りします。（歯周病検診は既に
　送付済）
★検診日は、受診票で指定日をお知らせしますが、都合の悪い方は日程の変更が可能です（歯周病検診
　を除く）。ただし、検診機関を変更される場合は事前にご連絡ください。
★女性がん検診（集団：11 月末～ 12 月予定）は、10 月頃、問診票等案内書類を送付します。

特定健診・長寿健診・各種がん検診等を受診しましょう

15 14広報いずみ2019（令和元年）６月 広報いずみ2019（令和元年）６月



【検診委託機関：鹿児島県厚生連】
検診日 検 診 会 場 検診日 検 診 会 場

７月26日 金 高尾野農業者健康管理センター ８月２日 金 高尾野農業者健康管理センター

７月27日 土 高尾野農業者健康管理センター ８月３日 土 ＪＡ本所

７月28日 日 高尾野農業者健康管理センター ８月４日 日 ＪＡ本所

７月29日 月 高尾野農業者健康管理センター ８月５日 月 野田農村環境改善センター

７月30日 火 高尾野農業者健康管理センター ８月６日 火 野田農村環境改善センター

７月31日 水 高尾野農業者健康管理センター ８月７日 水 野田農村環境改善センター

８月１日 木 高尾野農業者健康管理センター

特定健診・長寿健診・胃がん・大腸がん・肺がん・
前立腺がん・腹部超音波検診・肝炎ウイルス検診日程

【検診委託機関：鹿児島県民総合保健センター】　　

検診日 検 診 会 場 検診日 検 診 会 場

８月20日 火 出水保健センター ９月３日 火 出水保健センター

８月21日 水 出水保健センター ９月４日 水 出水保健センター

８月22日 木 出水保健センター ９月５日 木 出水保健センター

８月23日 金 出水保健センター ９月６日 金 出水保健センター

８月24日 土 出水保健センター ９月７日 土 出水保健センター

８月25日 日 出水保健センター ９月９日 月 出水保健センター

８月26日 月 出水保健センター ９月10日 火 米ノ津農村環境改善センター

８月27日 火 出水保健センター ９月11日 水 米ノ津農村環境改善センター

８月28日 水 大川内農業者トレーニングセンター ９月12日 木 中央公民館

８月29日 木 出水保健センター ９月13日 金 中央公民館

８月30日 金 出水保健センター ９月17日 火 出水保健センター

８月31日 土 出水保健センター ９月18日 水 出水保健センター

９月１日 日 出水保健センター ９月19日 木 江内体育館

９月２日 月 出水保健センター ９月20日 金 江内体育館

補回【検診委託機関：鹿児島県民総合保健センター】　　　　

検診日 検 診 会 場 検診日 検 診 会 場

10月８日 火 出水保健センター 10月10日 木 出水保健センター

10月９日 水 出水保健センター 10月11日 金 出水保健センター

※補回は例年混みあいます。
< 受付時間：午前 7 時 30 分～同 10 時 >

15 14広報いずみ2019（令和元年）６月 広報いずみ2019（令和元年）６月



　

ク
ワ
ガ
タ
の
採
り
方
や
飼
い
方

を
学
ぼ
う
！

 

６
月
29
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

集
合
場
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　

実
験
室

 

無
料

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

定
員　
30
人

 

６
月
11
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

ク
ワ
ガ
タ
博
士
に
な
ろ
う

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

期　日 場　所 イベント名 時　間 申し込み・問い合わせ先

７月 27 日
（土）

本町通り
歩行者天国

仮装パレード 午後５時 30 分
～同６時

本庁産業振興総務課
（☎ 63 － 4777）みこしパレード

みこし担ぎ競争 午後６時 10 分
～同６時 30 分

（一社）出水市観光協会
（出水駅観光特産品館「飛来里」内）
（☎ 79 － 3030）

市民総踊り大会 午後６時 30 分
～同８時 30 分

イベントの参加者を募集！！　　

2019 年　第 37 回夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベントを計画しています。
市民参加型の祭りですので、年齢や性別は問いません。
職場や各種団体、その他いろいろなグループを作り、ぜひご参加ください。

フリーマーケット　我
が

楽
ら く

多
た

市
い ち

≪出　店　者　募　集≫
　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など

（食料品や危険物は除く）を自分たちで販売してみ
ませんか。参加料・販売手数料は必要ありません。

 ７月 28 日（日）午後３時 30 分～同６時 30 分
 市総合運動公園多目的グラウンド

参加資格　代表者が市内在住の方で 18 歳以上（高
　　　　　校生は除く）の個人またはグループ。
　　　　　リサイクル業者の方はご遠慮ください。
※テント等は、参加者で準備してください。
応募期限　６月 21 日（金）　定員　10 組程度
※申し込み多数の場合は、抽選。

・ 　本庁産業振興総務課（☎ 63 － 4777）

演芸大会
≪出　場　者　募　集≫

　市内で活動されているパフォーマー、バンド等を募
集します。日頃の練習や活動の成果を披露してみませ
んか。

 ７月 28 日（日）
 市総合運動公園多目的グラウンド特設ステージ

参加資格　個人・団体は問いません。
出演時間　10 分～ 15 分程度
応募期限　６月 28 日（金）　定員　３組
※申し込み多数の場合は、抽選。

・ 　出水商工会議所青年部（担当：矢野・日髙）
　（☎ 62 － 1337）（ＦＡＸ 63 － 0552）
　（Ｅメール　yeg@izumi-cci.or.jp）

募集期限　６月 28 日（金）

「鶴翔祭」
　2019 年夏祭りいずみ

７月 27 日（土）・同 28 日（日）開催

※前回申し込まれた団体には、参加申込書をお送りします。
※イベントによって申込先が異なりますので、ご注意ください。
※市民総踊り大会に参加される団体には、夏祭り運営協力費として各団体１人当たり 100 円をご負担いただき
　ます。ご理解とご協力をお願いします。
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９
月
24
日
（
火
）

　
開
場　
午
後
６
時

　

開
演　
午
後
６
時
30
分

 

市
文
化
会
館

 

一
般　

６
０
０
０
円

　

18
歳
以
下　

３
０
０
０
円

※
当
日
券　

５
０
０
円
増

※
全
席
指
定
席

前
売
券
発
売
開
始
日

　

６
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

前
売
券
販
売
所

【
出
水
地
区
】　

市
中
央
公
民
館
、

　

金
海
堂
出
水
店
、
諏
訪
書
店
、

　

T
SU

T
A

Y
A

出
水
緑
町
店

【
米
ノ
津
地
区
】

　

安
易
屋
衣
料
品
店

【
高
尾
野
地
区
】

　

セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
エ
ジ
ソ
ン
館

　
（
マ
エ
ダ
電
器
）

【
野
田
地
区
】

　

南
日
本
新
聞
野
田
販
売
所

 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

市
自
主
文
化
事
業

▷
三
遊
亭
圓
歌

▽三遊亭円楽▽林家木久扇 ▽林家たい平

 

７
月
７
日
（
日
）
午
前
６
時
30
分
～

○
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
午
前
５
時
30
分
の
花
火
が
作
業
実
施
の
合
図
で
す
。

○
作
業
時
間
は
２
時
間
程
度
で
す
。

○
悪
天
候
の
場
合
は
、
７
月
14
日
（
日
）
に
延
期
さ
れ
ま
す
。

※
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は
、
生
活
環
境
課
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

 
本
庁
生
活
環
境
課
（
☎
�
４
０
４
２
）

第
39
回
ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

～
ふ
る
さ
と
の
水
と
緑
を
大
切
に
～

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

６
月
28
日
（
金
）
午
後
６
時

 

市
中
央
図
書
館　

研
修
室　

 

無
料

上
映
作
品　
地
下
鉄
（
メ
ト
ロ
）
に
乗
っ
て

定
員　
40
人　

申
込
開
始
日　
６
月
１
日
（
土
）

・

 

市
中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

映
画
会
「
地
下
鉄
（
メ
ト
ロ
）
に
乗
っ
て
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

６
月
13
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

口
上
付
き

日
本
遺
産
お
め
で
と
う
特
典　

　

日
本
遺
産
認
定
を
祝
い
、
出
水
麓
で
は
、
観
光
関
連
施
設
等
を
お

得
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

入
館
無
料　
▽
公
開
武
家
屋
敷
（
税
所
邸
お
よ
び
竹
添
邸
）

　

▽
出
水
麓
歴
史
館　

▽
中
井
勝
郎
美
術
・
古
文
書
館

乗
車
料
２
割
引
き　
い
ず
み
観
光
牛
車

※
７
月
14
日
（
日
）
ま
で

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
（
☎
�
４
０
６
１
）
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

出
水
市
公
の
施
設
指
定
管
理
者

選
定
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
市
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
選
定
に
つ
い
て
、
必
要
な
審
議

等
を
行
う
付
属
機
関
で
す
。
施
設

の
種
別
に
応
じ
た
委
員
を
市
民
か

ら
広
く
募
集
し
、
客
観
性
、
専
門

性
の
高
い
審
議
会
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人

応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
）

○
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
ま

　

た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し

　

て
い
る
こ
と

○
平
日
の
夜
間
ま
た
は
昼
間
に
開

　

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
こ

　

と
（
２
０
１
９
年
度
は
８
回
開

　

催
予
定
、
１
回
当
た
り
２
～
３

　

時
間
程
度
）

○
市
が
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　

し
て
い
る
施
設
と
同
種
、
ま
た

　

は
同
等
の
施
設
の
管
理
運
営
の

　

経
験
、
ま
た
は
専
門
知
識
を
有

　

し
て
い
る
こ
と

※
現
在
、
出
水
市
の
施
設
の
指
定

　

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
法
人
等

　

の
従
業
員
な
ど
関
係
者
は
応
募

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

　

い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
本
庁
総
合

　

案
内
所
、
各
支
所
総
合
市
民
課

　

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

募
集
期
間　
６
月
３
日
（
月
）
～

　

同
17
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

　

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
応
募
用
紙
は
本
庁
総
合
案
内
所

　

ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

選
考
結
果　
選
考
は
応
募
内
容
を

　

も
と
に
、
書
類
選
考
で
決
定
し

　

ま
す
。選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
７
０
８
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

指
定
管
理
者
選
定
審
議
会

委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の

企
画
お
よ
び
そ
の
推
進
に
つ
い
て

の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員　
５
人
以
内

応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
）　

○
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事

　

業
所
に
勤
務
し
、
男
女
共
同
参

　

画
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る
満
18

　

歳
以
上
の
方

※
高
校
生
を
除
き
ま
す
。

※
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
年
２
回
程
度
の
審
議
会
に
出
席

　

で
き
る
方

※
市
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員
に

　

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

募
集
期
間　
６
月
３
日
（
月
）
～

　

同
21
日
（
金
）

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
住
所
、

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
略
歴
、
応

　

募
の
動
機
を
記
入
の
上
、持
参
、

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
企
画
政
策
課
に

　

備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
１
２
５
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
０
３
０
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
を
募
集

　

男
性
も
女
性
も
、
意
欲
に

応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活

躍
で
き
る
社
会

◆
職
場
に
活
気

◆
家
庭
生
活
の
充
実

◆
地
域
力
の
向
上

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

一
人
一
人
の

　
　
豊
か
な
人
生
を
実
現

　

仕
事
、
家
庭
、
地
域
生
活

な
ど
、
多
様
な
活
動
を
自
ら

の
希
望
に
沿
っ
た
形
で
展
開

で
き
、
男
女
が
と
も
に
夢
や

希
望
を
実
現

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

少
年
（
日
本
人
・
外
国
人
）
と
富

士
登
山
な
ど
の
体
験
を
と
お
し

て
、国
際
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
30
日
（
火
）
～
８
月
３

　

日
（
土
）
の
４
泊
５
日

 

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ

　

ン
タ
ー

出
発
地
と
参
加
費　

　

博
多
駅　

７
８
０
０
０
円

※
他
の
駅
か
ら
の
参
加
希
望
の
方

　

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

応
募
期
限　
７
月
５
日
（
金
）

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
東
京
都
品
川
区
）

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
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定
員　
10
人

訓
練
期
間　
９
月
３
日
（
火
）
～

　

11
月
27
日
（
水
）

　

午
前
９
時
25
分
～
午
後
３
時
40

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
は
休
み
）

応
募
資
格

　

障
害
を
持
つ
方
で
、
早
期
の
就

　

職
や
再
就
職
を
目
指
す
方

※
就
労
支
援
事
業
所
等
で
支
援
を

　

受
け
て
い
る
方
も
受
講
で
き
ま

　

す
。

応
募
期
限　
７
月
29
日
（
月
）

※
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
願

　

書
等
を
提
出
（
指
定
用
紙
は
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
て
あ
り

　

ま
す
。）

※
面
接
に
よ
る
選
考
を
、
８
月
９

　

日
（
金
）、
川
内
技
術
開
発
セ

　

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

・

 

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

　

力
開
発
校
（
☎
０
９
９
６

－

４

　

４

－

２
２
０
６
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
者
の
就
職
の
促
進

に
資
す
る
た
め
、
障
害
者
委
託
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
３
カ
月
コ
ー
ス

訓
練
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー

　

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
や
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
、
パ

　

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作
の

　

習
得
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
の

　

就
職
支
援
。

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
薩
摩
川
内
市
青
山
町
）

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
８

　

７
３
）

 

無
料
（
受
講
料
）

※
訓
練
期
間
中
は
、
職
業
訓
練
受

　

講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
委
託
訓
練
生
を

募
集

　

夏
休
み
に
、
本
市
と
友
好
都
市

で
あ
る
山
口
県
周
南
市
に
中
学

生
・
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
時
期　
８
月
２
日
（
金
）
～

　

同
４
日
（
日
）　

２
泊
３
日

派
遣
場
所　
山
口
県
周
南
市

派
遣
内
容

　

工
場
夜
景
見
学
、
徳
山
動
物

　

園
、
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン

　

タ
ー
等

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

応
募
資
格

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
中
学
１

　

年
生
～
高
校
３
年
生

②
事
前
説
明
会
お
よ
び
事
後
報
告

　

会
に
参
加
で
き
る
方

③
心
身
と
も
に
健
康
で
、
協
調
性

　

に
富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動

　

が
で
き
る
方

募
集
人
数　
12
人

派
遣
費
用

○
派
遣
行
程
の
交
通
費
、
食
費
、

　

宿
泊
費
は
公
費
負
担

○
旅
行
傷
害
保
険
等
の
個
人
に
係

　

る
経
費
は
、
自
己
負
担

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
、

　

同
総
合
案
内
所
、
各
支
所
総
合

　

市
民
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

　

上
、
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

応
募
期
限　
６
月
17
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
必
着

※
選
考
結
果
は
、
後
日
連
絡
し
ま

　

す
。

・

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　

課
（
☎
�
４
０
６
１
）

友
好
都
市
周
南
市
へ
の

青
少
年
派
遣
者
を
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

６
月
17
日
（
月
）
か
ら
受
け

　

付
け
を
開
始
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
等
詳
し
く
は
、
国
税

　

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

　

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・

 

人
事
院
九
州
事
務
局

　
（
☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７

　

３
３
）

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　

－

６
１
７
１
内
線
６
０
４
６
）

　

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

　
（
自
動
音
声
案
内
）

税
務
職
員
採
用
試
験

　
　
　
受
験
者
を
募
集

髙
た か ぎ

木　雄
ゆ う や

也さん
出水市の好きなところは？
　海と山があり、自然豊かな
地域であり、生活をする上で
ちょうどいいまちの規模であ
る。
出水市に望むことは？　
　市民が集まれる施設やイベ
ントなどを行い、活気あふれ
るまちづくりを市民自ら行え
る工夫づくりを提案してほし
い。

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
８
年
度
環
境
標
語
作
品
展
か
ら
～

地
球
の
健
康
第
一
に
　
ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
よ
う
！

米
ノ
津
東
小
学
校
　

五
年
　
松
本
　
彩
稔

今
で
き
る
こ
と
を
　
奇
跡
の
星
　
未
来
に
残
す
た
め
に

鶴
荘
学
園
　

八
年
　
長
山
　
　
全

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在
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児
童
手
当
現
況
届
と
は
、
児
童

手
当
受
給
者
が
引
き
続
き
受
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

６
月
１
日
現
在
で
確
認
す
る
手
続

き
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
に
は
受
付
期
間
前

　

に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
で
６
月
分
か
ら
児

　

童
手
当
を
受
給
す
る
方
（
５
月

　

に
第
一
子
を
出
産
さ
れ
た
方
、

　

本
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
５
月

　

分
ま
で
以
前
の
市
町
村
で
受
給

　

さ
れ
て
い
た
方
は
今
年
度
の
届

　

け
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
６
月
17
日
（
月
）
～

　

同
28
日
（
金
）

受
付
場
所　
本
庁
こ
ど
も
課
お
よ

　

び
高
尾
野
支
所
・
野
田
支
所
総

　

合
市
民
課

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
通
知
は
が
き

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

③
受
給
者（
は
が
き
の
宛
名
の
方
）

　

の
保
険
証
（
社
会
保
険
）
の
写

　

し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

※
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
生
活

　

保
護
の
方
は
、
保
険
証
の
写
し

　

等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

　

健
康
保
険
組
合
（
医
師
国
保
、

　

歯
科
医
師
国
保
、
建
設
国
保
、

　

建
築
国
保
等
）
に
加
入
し
て
い

　

る
方
は
年
金
加
入
証
明
書
が
必

　

要
で
す
。

※
年
金
加
入
証
明
書
の
用
紙
は
、

　

通
知
は
が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

④
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合

　

は
①
～
③
以
外
に
次
の
書
類
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。

児
童
が
別
居
し
て
い
る
場
合

○
別
居
監
護
申
立
書
（
児
童
の
個

　

人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。）

〇
別
居
児
童
の
個
人
番
号
確
認
書

　

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　

通
知
カ
ー
ド
等
）

〇
手
続
き
さ
れ
る
方
の
身
元
確
認

　

書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

児
童
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く

　

運
転
免
許
証
等
）

受
給
者
（
は
が
き
の
宛
名
の
方
）

以
外
の
方
が
手
続
き
す
る
場
合

〇
委
任
状

※
通
知
は
が
き
に
添
付

〇
手
続
き
さ
れ
る
方
の
身
元
確
認

　

書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　

運
転
免
許
証
等
）

・

 

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

な
り
ま
す
。
検
診
で
は
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
お
い
し
く
食
べ
て
長

生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
歯

周
病
や
義
歯
の
検
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
飲
み
込
み
の
機
能
の

診
査
・
指
導
を
行
い
、
口
腔
機
能

低
下
を
未
然
に
防
ぐ
と
て
も
有
効

な
検
診
で
す
。

　

対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券

を
圧
着
は
が
き
で
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
県
内
の
歯
科
医
療
機

関
に
ご
自
分
で
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間　
６
月
１
日
（
土
）
～

　

２
０
２
０
年
１
月
31
日
（
金
）

 
無
料

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
昨
年
度
75
歳
に
な

ら
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
口
腔
検
診
（
お

口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）
を
行
い

ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
飲
み
込
む
機
能
が

低
下
し
、
窒
息
や
肺
炎
の
原
因
と

お
口
元
気

　
　
歯
ッ
ピ
ー
検
診

国
民
健
康
保
険
お
よ
び

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
７
月
中
に
一

斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
簡
易
書
留
郵
送
で
７
月
中
旬
に
交
付
し
ま
す
。

　

本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
で
直
接
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
６
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、
市
民
生
活
課
健
康
保
険
係
ま
た

は
各
支
所
総
合
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
窓
口
で
の
交
付
は
、
７
月
16
日
（
火
）
か
ら
の
予
定

で
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
（
☎
�
４
８
１
３
）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

お口元気

歯ッピー♪

対
象
者　
昨
年
度
75
歳
に
な
ら
れ

　

た
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
（
１
９
４
３
年
４
月
１
日
～
１

　

９
４
４
年
３
月
31
日
生
）

 

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
業
務
課
保
健
事
業
担

　

当
（
☎
０
９
９

－

２
０
６

－

１

　

３
２
９
）
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私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
防

災
、
防
犯
、
ご
み
収
集
な
ど
生
活

に
密
接
し
た
問
題
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

自
治
会
は
、
住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
共
助
の
精
神
で
共
に
助

け
合
い
、
住
民
の
連
帯
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
る
自
主
的
な
団
体

で
す
。

　

ご
近
所
で
自
治
会
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
温
か
い
心
で
自
治
会
加
入
を

勧
め
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
地
域

社
会
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
も
、
積
極
的
に
自
治
会
活

動
に
参
加
し
て
、
地
域
の
絆
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

自
治
会
加
入
促
進
月
間

▽環境美化（花植え）

身近な道路や水路を自分たちの手で整備しませんか？
　住生活環境や農地環境の向上を図るために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成を行っています。

事業名 里道等整備地域支援事業 農業用施設整備地域支援事業

対象となる
道路・水路

道　路
○通行されている里道または私道であるこ

と※袋小路の私道は対象外
○関係者全員から整備の要望がなされてい

ること
○宅地開発において整備された私道は、整

備後 20 年以上経過していること
水　路
　公有財産の水路およびこれと一体となっ
　た水路であること

○農業生産に必要な公有財産または土地改良区の道
路・水路であって、農業用として利用されている
こと

○受益農地面積が 0.2 ヘクタール以上の農業用施設
であること

○農地受益者全員から整備の要望がなされているこ
と

助成内容
　道路および水路の整備に係る資材および機械の借り上げ料を支援します。
　（ 例 ：舗装用アスファルト、生コン、砂利、側溝製品などの建設資材）
　機械借り上げ料（オペレーター等の人件費を除く）※いずれも 30 万円が限度。

問い合わせ先 本庁道路河川課
（☎ 63 － 4069）

本庁農林水産整備課
（☎ 63 － 4133）

※支給基準により支給できない場合がありますので、詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。

　

道
路
沿
い
の
生
け
垣
や
植
木
、

防
風
林
等
の
枝
が
道
路
上
に
は
み

出
し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
は
み
出
し
樹
木
等
に
起

因
し
て
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
民
法
７
１
７
条

ま
た
は
道
路
法
第
43
条
に
よ
り
樹

木
の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
せ
ん
定
や
枝
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

道路に張り出した木や竹の伐採をお願いします

道路に張り出した木や竹は，自動車や歩行者の通行に支障となります。

台風や大雨で木や竹が倒れて，道路が通行止めになることもありますの
で，木や竹の適切な管理をお願いします。

また，緊急の場合は道路管理者が通行の支障となっている木や竹を了解
なく伐採，撤去することがありますので，ご理解ください。

なお，木や竹の倒木等により自動車や歩行者等に損害が発生した場合，
被害者から，木や竹の所有者が管理責任を問われることがあります。

【支障となる範囲】
道路を安全に通行するため，一定の幅，一定の高さの範囲内に通行の障害
となるものを設けてはならない区域として建築限界が定められていますの
で，建築限界に張り出した木や竹等の伐採にご協力をお願いします。

【支障となる例】
・道路に木や竹が張り出しており，通行に支障がある。（または，その恐
れがある）
・倒木や枝・幹の落下の恐れがある。
・道路に雑草が伸びており，通行に支障がある。見通しが悪い。

問い合わせ先

鹿児島県土木部道路維持課

tel ０９９－２８６－３５６６，３５６８

歩道 車道

境界

建築限界
４．５ｍ建築限界

２．５ｍ

越境部

通行障害部

境界

民法第７１７条 土地の工作物の占有者及び所有者

道路法第４３条 道路に関する禁止行為

　

通
行
の
障
害
と
な
る
も
の
を

設
け
て
は
な
ら
な
い
区
域
と
し

て
建
築
限
界
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
建
築
限
界
に
張
り

出
し
た
木
や
竹
等
の
伐
採
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

道
路
上
の
不
法
な
置
き
看
板
、

駐
輪
、
商
品
陳
列
な
ど
は
美
観
を

損
ね
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

道
路
は
、
常
に
広
く
美
し
く
安
全

に
利
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

　

市
で
は
約
７
４
６
キ
ロ
㍍
の
市

道
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
管

理
が
隅
々
ま
で
追
い
つ
か
な
い
実

情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
宅
周
辺

の
道
路
の
草
取
り
や
ご
み
拾
い
な

ど
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

除
草
剤
の
影
響
と
思
わ
れ
る
道

路
法の
り
め
ん面
や
路
肩
の
崩
れ
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
草

剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

道
路
に
関
す
る
相
談
等
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
道
路
河
川
課

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

道
路
は
常
に
広
く
美
し
く

環
境
美
化
に
ご
協
力
を

除
草
剤
の
使
用
に
ご
注
意
を

み
ん
な
の
道
路
を
守
り

続
け
る
た
め
に

は
み
出
し
樹
木
等
の
適
正
管

理
に
ご
協
力
を
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自
宅
の
健
康
診
断
を
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
の

木
造
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
周
辺
に
は
、
出
水
山
地
の
北
西
縁
に

沿
っ
て
長
さ
20
キ
ロ
㍍
程
度
の
出
水
断
層
帯
が

あ
り
ま
す
。

　

国
の
研
究
機
関
は
、
こ
の
出
水
断
層
帯
に
つ

い
て
、
今
後
30
年
の
間
に
地
震
が
発
生
す
る
確

率
が
我
が
国
の
主
な
活
断
層
の
中
で
は
や
や
高

い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
耐
震
診
断
を
行
い
、
我
が
家
が
地

▽出水断層帯

震
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
安
全
性
を
確
保
で
き

て
い
る
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
耐
震
診
断

　

補
助
率　

３
分
の
２

　

限
度
額　

６
万
円

○
耐
震
改
修
工
事

　

補
助
率　

23
㌫

　

限
度
額　

30
万
円 

※
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
耐
震
診
断
・
改

　

修
工
事
を
行
う
前
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
都
市
計
画
課
（
☎
�
４
０
６
５
）

▽耐震改修工事の一例

美
し
い
町
並
み
を
守
る
た
め
に

～
外
観
の
変
更
に
は
事
前
に
許
可
が
必
要
で
す
～　

　

出
水
麓
地
区
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し

て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
外
観
の
変
更
に
は
、
事
前
に
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
補
助
金
等
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

許
可
申
請
が
必
要
な
も
の　

○
建
物
等
の
新
築
、
増
改
築
、
除
却
な
ど

○
宅
地
の
造
成
、
木
竹
の
伐
採
、
看
板
の
設
置
な
ど

許
可
申
請
が
不
要
な
も
の　

○
災
害
時
の
応
急
処
置
や
枯
れ
た
特
定
物
件
以
外
の
木
竹
の
伐
採

　

な
ど

○
建
物
の
内
部
の
改
装
等
で
、
外
観
に
変
更
が
な
い
も
の

補
助
金
等
を
受
け
ら
れ
る
方　

○
地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
等

○
公
道
等
に
面
し
た
生
垣
の
せ
ん
定
を
実
施
さ
れ
た
方

○
特
定
物
件
と
し
て
特
定
さ
れ
た
建
築
物
工
作
物
等
の
保
存
修
理

　

・
復
原
を
さ
れ
る
方
な
ど

※
修
理
・
復
原
の
補
助
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
予
算
確
保
の
準
備
が
必

　

要
な
た
め
、
実
施
年
度
前
年
度

　

か
ら
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

来
年
度
以
降
に
保
存
修
理
・
復

　

原
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月

　

14
日
（
金
）
ま
で
に
文
化
財
課

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
出
水
麓
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

　

保
存
地
区
の
範
囲
等
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

 

本
庁
文
化
財
課

　
（
☎
�
２
１
０
８
）
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が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事

業
の
ご
案
内　

　

市
で
は
、
が
け
の
崩
壊
に
よ
り

市
民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
住
宅
の
移
転
を
促
進

す
る
た
め
、
危
険
住
宅
の
除
却
や

安
全
な
場
所
へ
の
住
宅
建
設
に
要

す
る
経
費
に
対
し
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
危
険
住
宅

○
１
９
７
１（
昭
和
46
）年
８
月
31

　

日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
で

　

高
さ
が
２
㍍
を
超
え
、
勾
配
が

　

30
度
を
超
え
る
が
け
に
近
接
す

　

る
住
宅

○「
災
害
危
険
区
域（
急
傾
斜
地
崩

　

壊
危
険
区
域
）」に
指
定
さ
れ
た

　

区
域
に
あ
る
住
宅

○「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」に

　

指
定
さ
れ
た
区
域
に
あ
る
住
宅

補
助
の
内
容

○
除
却
等
費

　

危
険
住
宅
の
撤
去
費
等

○
建
物
助
成
費

　

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建

　

設（
購
入
を
含
む
）、土
地
取
得
、

　

敷
地
造
成
の
た
め
、
金
融
機
関

　

か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の
借

　

入
金
利
息
相
当
額（
年
利
率
８
・

○
本
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

※
新
築
、
増
改
築
は
、
２
０
１
７

　

年
４
月
１
日
以
前
か
ら
出
水
市

　

に
住
所
を
有
す
る
人
に
限
り
ま

　

す
。

※
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場

　

合
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
賃
貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

　

象
外
で
す
。

○
施
工
業
者
は
市
内
の
建
築
業
者

　

ま
た
は
造
園
業
者
等
で
あ
る
こ

　

と
○
他
の
制
度
に
よ
る
助
成（
介
護

　

保
険
、
浄
化
槽
助
成
な
ど
）を

　

受
け
て
い
な
い
こ
と

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　
（
施
主
・
施
工
業
者
と
も
）

○
申
請
は
、
工
事
完
了
後
６
カ
月

　

以
内
で
す
。

※
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
補
助
対

　

象
外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
着
工
前
写
真
が
必
要
で
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日（
火
）

補
助
の
額

新
築　

30
万
円（
対
象
工
事
費
が

　

３
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
）

増
改
築　

最
大
15
万
円（
補
助
対

　

象
工
事
費
×
15
㌫
）

住
宅
緑
化　

最
大
15
万
円（
補
助

　

対
象
工
事
費
×
15
㌫
）

　

５
㌫
を
限
度
）

限
度
額　
次
の
表
の
と
お
り

・

 

本
庁
住
宅
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
緑
化
を
し
た
方
に

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
新
築
・
増
築
は
木
造
住
宅
が

対
象
で
、
改
築
は
非
木
造
住
宅
も

対
象
で
す
。
住
宅
緑
化
は
、
市
内

造
園
業
者
等
に
依
頼
し
て
行
う
住

宅
の
緑
化
工
事
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

補
助
対
象
の
要
件

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
回
限
り

　

で
す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
住
宅
課

　

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は

安
全
で
す
か

区分 限度額

除　却　等　費 802 千円

建物
助成費

建設または購入 4,570 千円

土地取得 2,060 千円

敷地造成 597 千円

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
・

緑
化
工
事
へ
の
補
助

　

す
。

・

 

本
庁
住
宅
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

水
道
週
間　

６
月
１
日
（
土
）
～
同
７
日
（
金
）
は
、
第
61
回
水
道
週
間
で
す
。

本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
い
つ
も
の
む　
い
つ
も
の
水
に　
日
々
感
謝
」

　

水
道
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
水
は
地
球
の
宝
物
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

 
本
庁
水
道
課
（
☎
�
２
１
０
２
）

「
地
籍
図
根
点
」
付
近
の

　
　
作
業
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は
土
地
の

分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量
を
す
る
時
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
財

産
を
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ
う
な
三

角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
が
設
置
さ
れ
て

い
る
か
を
知
り
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
立
て
な
ど
で

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
が
支
障
と
な

る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

▷
道
路
に
設
置
さ
れ
て

　
い
る
地
籍
図
根
点
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出
水
市
職
員
採
用
試
験

　

採
用
予
定
日
は
、
２
０
２
０
年
１
月
１
日
ま
た
は

２
０
２
０
年
４
月
１
日
で
、
原
則
と
し
て
採
用
と
同

時
に
市
内
に
居
住
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

　

下
表
の
と
お
り

 

７
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
終
了
時
間
は
、
受
験
者
数
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

 

市
役
所
本
庁
舎

受
験
申
込
受
付
期
間　
６
月
３
日
（
月
）
～
同
26
日

　
（
水
）（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
６

　

月
26
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
（
本
庁
総
合
案
内
所
、
各
支
所
総
合

　

市
民
課
に
準
備
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請
求
お
よ
び
提
出
は
、
郵

　

送
で
も
可
能
で
す
。
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
封

　

筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
宛
て
先
明
記
の
返
信

　

用
封
筒
（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）
を

　

同
封
の
上
、
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
一
般
事
務
職
（
高
卒
等
）
お
よ
び
他
の
職

　

種
の
職
員
採
用
試
験
は
、
２
０
１
９
年
９
月
22
日

　
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。
試
験
区
分
、
採
用
予
定

　

人
員
お
よ
び
受
験
資
格
等
は
、
広
報
い
ず
み
８
月

　

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・

 

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
総
務
課
職
員
係
（
☎
�
４
０
２
３
）

職　種 採用予定
人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

一般事務職
（大卒程度） ６人程度

① 1990（平成２）年４月２日～ 1998（平成 10）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）またはこれと同等と認める大学等
　を卒業した者（来年３月までに卒業する見込みの者を含む。）

　

本
年
７
月
か
ら
排
気
量
が

１
２
６
ｃ
ｃ
か
ら
２
５
０
ｃ
ｃ
以

下
の
二
輪
の
軽
自
動
車
（
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
）
に
つ
い
て
、
登
録
等

の
届
け
出
窓
口
が
鹿
児
島
運
輸
支

局
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
排
気
量
が
２
５
０
ｃ
ｃ

を
超
え
る
バ
イ
ク
に
つ
い
て
も
同

様
に
届
け
出
窓
口
は
鹿
児
島
運
輸

支
局
で
す
。
ま
た
、
１
２
５
ｃ
ｃ

以
下
の
バ
イ
ク
、
原
付
に
つ
い
て

は
、
か
わ
ら
ず
市
役
所
税
務
課
が

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
届
出
窓
口
】　

本
年
６
月
ま
で　

　

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
鹿

　

児
島
事
務
所
（
鹿
児
島
市
谷
山

　

港
２
丁
目
４
番
42
号
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
１

－

４
０

　

１
１
）

本
年
７
月
か
ら　

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
（
鹿
児
島
市

　

谷
山
港
２
丁
目
４
番
１
号
）

　
（
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２

　

０
８
９
）

二
輪
の
軽
自
動
車

　
届
け
出
窓
口
の
変
更

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
生
活
の
利
便
を
図
る
た
め
、
敬
老
バ
ス
乗
車
券
購
入
額

（
上
限
額
６
０
０
０
円
）
の
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
か
ら
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
見
直
し
ま

す
。

見
直
し
の
内
容　

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
お
よ
び
各
支
所
総
合
市
民
課
に

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
の
結
果
適
当
と
認

め
ら
れ
た
方
に
対
し
、
３
０
０
０
円
分
（
１
枚
50
円
×
60

枚
）
の
敬
老
バ
ス
乗
車
券
を
、
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
４
月
・
５
月
に
交
付
さ
れ
た
分
を
除
き
ま
す
。

敬
老
バ
ス
乗
車
券
が
使
用
で
き
る
路
線　

　

市
か
ら
指
定
を
受
け
た
事
業
者
（
６
月
１
日
現
在
、
南

国
交
通
株
式
会
社
）
が
運
行
す
る
、
本
市
の
区
域
内
に
停

留
所
が
あ
る
路
線
。

経
過
措
置　

　

見
直
し
前
に
交
付
し
た
敬
老
バ
ス
乗
車
券
は
、
今
後
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
（
☎
�
４
０
４
６
）

市
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
動
車
税　

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
、
自
動
車
検
査

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

 

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
１

－

５
６
１
１
）
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裁
判
員
制
度
10
周
年　

　

２
０
０
９
年
５
月
21
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
裁
判
員
制
度
は
、
５

月
21
日
に
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
間
で
行
わ
れ
た
１
万
件
以
上
の
裁
判
員
裁
判
に
、

６
６
４
０
７
人
の
方
が
裁
判
員
と
し
て
参
加
し
、
裁
判
員
を
経
験

さ
れ
た
方
の
95
・
８
㌫
の
方
が
良
い
ま
た
は
非
常
に
良
い
経
験
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
に
選
出
さ
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
（
☎
０
９
９

－

８
０
８

－

３
７
０
６
）

原
付
も
自
賠
責
保
険
へ
の
加
入
を
！　

　

原
動
機
付
自
転
車
も
自
賠
責
保
険
の
加
入
義
務
が
あ
り
、
有
効
期

限
が
き
れ
た
ま
ま
運
転
さ
れ
ま
す
と
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
は
、
損
害
保
険
会
社
や
バ
イ
ク
の
販

売
店
な
ど
の
代
理
店
で
加
入
で
き
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
（
☎
�
４
０
３
１ 

）

　

生
・
環
境
課
（
☎
０
９
９
６

－
　

２
３

－

３
１
６
７
）

　

本
庁
下
水
道
課

　
（
☎
�
４
１
３
７
）

　

浄
化
槽
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法

第
11
条
）
は
、
環
境
保
全
を
目
的

に
県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協

会
の
検
査
員
が
実
施
し
ま
す
。
現

場
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採

取
し
持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を

行
い
ま
す
。（
地
元
の
保
守
点
検

業
者
が
行
う
保
守
点
検
と
は
異
な

り
ま
す
）

　

毎
年
１
回
実
施
す
る
こ
の
検
査

は
、
以
前
は
11
人
槽
以
上
や
官
公

署
の
浄
化
槽
が
検
査
対
象
で
し
た

が
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
は
10
人

槽
以
下
の
家
庭
槽
も
検
査
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
の
浄
化
槽
は
、
事
前

に
指
定
検
査
機
関
か
ら
日
程
通
知

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
検
査
料
金
（
５
～
10
人
槽
）

　

単
独
処
理
浄
化
槽　

４
千
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽　

６
千
円

 

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環

　

境
保
全
協
会
（
☎
０
９
９

－

２

　

９
６

－
９
０
０
０
）

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
６

　

８
５
）

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
衛

浄
化
槽
法
定
検
査
を

受
検
し
て
く
だ
さ
い

て
納
め
る
税
金
で
す
。
文
書
を
作

成
す
る
場
合
は
、
印
紙
税
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
税
務
署
窓
口
に
備
え

付
け
）
等
を
参
考
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
、
印
紙
税
が

掛
か
る
か
ど
う
か
、
税
額
が
い
く

ら
か
な
ど
を
確
認
し
て
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
覚
書
、
念
書
、
差
入
証
な
ど
は
、

　

印
紙
税
法
上
の
契
約
書
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
書
、
注
文
書
、
依
頼
書
な

　

ど
の
文
書
で
も
印
紙
税
が
掛
か

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
仮
契
約
書
や
予
約
契
約
書
お
よ

　

び
仮
領
収
書
に
も
印
紙
税
が
掛

　

か
り
ま
す
。

○
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
打
ち
出
さ
れ

　

る
レ
シ
ー
ト
に
も
印
紙
税
が
掛

　

か
り
ま
す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０ 

）

※
自
動
音
声
案
内

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し

た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、

印
紙
税
が
掛
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
印
紙
税
が
掛
か
る
文
書
は
、

金
銭
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契

約
書
、
工
事
請
負
契
約
書
な
ど
の

契
約
書
の
ほ
か
、
約
束
手
形
、
領

収
書
、
金
銭
の
受
取
通
帳
な
ど
、

20
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
掛
か
る
文

書
を
作
成
し
た
人
が
、
定
め
ら
れ

た
金
額
の
収
入
印
紙
を
そ
の
文
書

に
貼
り
付
け
、
こ
れ
に
消
印
を
し

契
約
書
や
領
収
書
と
印

紙
税

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
当
院
が

地
域
医
療
で
果
た
す
役
割
や
、
市
民
の
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
を

お
伝
え
し
、
地
域
の
方
々
と
相
互
の
話
し
合
い
の
場
を
作
る
取
り

組
み
と
し
て
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
市
内
５
地
区
（
①
大

川
内
・
東
出
水
②
出
水
・
西
出
水
③
米
ノ
津
④
高
尾
野
⑤
野
田
）

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
開
催
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

６
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
～

 

市
役
所
本
庁
舎
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
地
区　
大
川
内
・
東
出
水

内
容　
今
回
は
、
当
院
の
小
児
科
医
に
よ
る
「
こ
ど
も
医
療
に
関

　

す
る
講
話
」
や
開
催
前
の
時
間
に
、「
子
育
て
相
談
」
や
「
健

　

康
相
談
」
も
実
施
し
ま
す
。

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
（
☎
�
１
６
１
１
）

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
～
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む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
で
歯
の

調
子
が
悪
い
時
だ
け
歯
科
医
院
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
身
体
の
健

康
の
た
め
に
も
定
期
的
（
１
年
に

３
～
４
回
）
に
口
の
検
診
を
受
け

る
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
や
歯
周
病
予
防
の
た
め
に

　

む
し
歯
や
歯
周
病
を
早
期
に
発

見
す
る
と
、
治
療
時
間
や
日
数
、

治
療
費
な
ど
の
負
担
が
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
治
療
の
後
は
、
自
分
に

合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
の
選
択
や
歯
の

磨
き
方
、
食
生
活
な
ど
の
生
活
習

慣
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
予
防

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

口
腔
が
ん
な
ど
の

　
　
　
　
早
期
発
見
の
た
め
に

　

口
の
中
（
歯
を
除
き
、
舌
や
歯

肉
頬
粘
膜
）
の
が
ん
は
、
飲
酒
や

喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
、
歯
列
不

正
や
む
し
歯
な
ど
で
歯
が
尖
っ
て

い
る
と
舌
や
頬
に
傷
が
つ
き
ガ
ン

化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
高
齢
の
男
性
に

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

若
い
人
や
女
性
に
も
発
症
し
て
い

ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
に

　

噛
め
な
い
、
飲
み
込
み
に
く

い
、
食
事
中
に
む
せ
る
と
、
食
事

量
が
減
り
、
低
栄
養
と
な
る
こ
と

で
、
身
体
の
筋
肉
が
減
っ
て
い
き

ま
す
。
筋
肉
の
減
少
は
転
倒
や
骨

折
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
要
介

護
と
な
り
ま
す
。
歯
や
義
歯
は
噛

め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
口
周
り
の

筋
力
低
下
や
唾
液
減
少
な
ど
の
老

化
を
防
ぎ
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。
歯
科
医
院
で
も
、
口
腔

機
能
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

152

　

口
の
中
は
、
直
接
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
自
分
で
気
づ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
定
期
受
診
の

際
に
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
発
見
す
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

全
身
の
病
気
予
防
の
た
め
に

　

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
原
因

菌
が
歯
肉
か
ら
全
身
の
血
管
に
入

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
歯
石
除
去
な
ど
歯

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
、
歯

や
歯
肉
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
師
と
歯

科
医
を
持
つ
こ
と
で
、
医
科
歯
科

連
携
に
よ
り
総
合
的
な
治
療
が
で

き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
幸
せ
で
あ
る
た
め
に

　

食
べ
る
こ
と
は
、
心
と
身
体
を

幸
せ
に
し
て
く
れ
ま
す
。
幸
せ
が

一
生
続
く
よ
う
に
、
訪
問
歯
科
治

療
や
口
腔
ケ
ア
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

口
や
身
体
の
健
康
の
た
め
に
何

で
も
相
談
で
き
る
・
・
・
そ
れ
が

か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
す
。

８
０
２
０
歯
科
表
彰
の

　
　
　
　
　
　
対
象
者
募
集

　

市
で
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
持
っ
て
い
る
方
を
表
彰

し
ま
す
。

対
象
者

　

80
歳
以
上
（
２
０
１
９
年
10
月

31
日
現
在
）
で
食
べ
物
を
か
め
る

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
っ
て
い

る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
11
月

応
募
期
限　
９
月
20
日
（
金
）

・

 

市
健
康
増
進
課

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

名　称 対象者 時　期 場　所
予約歯科

（フッ素塗布）
幼児
定員 30 人（要予約）

毎月第３・
第４水曜日

出水保健センター、
高尾野農業者健康管理センター

歯科保健相談 乳幼児、一般 随　時 出水保健センター等
歯周病検診

（歯周病やむし歯等の検診）
41、51、61、66、71 歳
の成人 ６～９月 市内歯科医院

（ 対象者には事前に通知）

妊婦歯科検診 本市に住所のある妊婦 随　時 市内歯科医院
（受診票は母子手帳交付時に交付）

身
体
の
健
康
を
保
つ
秘
訣
は

か
か
り
つ
け
歯
科
医

▽本市で実施している口の健康に関係のある保健事業

▽飲み込む力アップ唾液腺マッサージ

身体の健康を保つ秘訣は

かかりつけ歯科医！
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実
在
す
る
機
関
や
企
業
、
身
内

を
装
い
家
族
構
成
や
資
産
状
況
な

ど
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
「
ア
ポ

電
」
と
思
わ
れ
る
事
例
が
県
内
で

も
発
生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に　

電
話
機
能
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

着
信
番
号
通
知
（
ナ
ン
バ
ー

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
や
録
音
機
能

　
（
留
守
電
）
を
活
用
し
、
誰
か

　

ら
の
電
話
で
あ
る
か
し
っ
か
り

　

確
認
し
、
非
通
知
設
定
や
知
ら

　

な
い
番
号
の
電
話
に
は
安
易
に

　

出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
に
出
る
と
き
は　

　

出
て
す
ぐ
に
「
○
○
で
す
」
と

　

自
分
の
名
前
を
名
乗
ら
な
い
こ

　

と
が
大
切
で
す
。
も
し
、
家
族

　

構
成
や
資
産
状
況
を
聞
か
れ
た

　

ら
、そ
の
ま
ま
会
話
を
続
け
ず
、

　

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
高
齢
の
方
に
対
し

　

て
も
、
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

　

身
近
な
人
を
見
守
り
、
様
子
の

　

変
化
な
ど
に
気
を
付
け
言
葉
を

　

か
け
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら　

　

す
ぐ
に
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
寄

　

せ
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
被
害

　

の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す

　

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

ア
ポ
電
か
も
？

知
ら
な
い
番
号
の

　
　
電
話
に
は
ご
用
心
！

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

開 催 日　７月 25 日（木）
開 催 場 所　野田支所　市民相談室
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

７月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

出
水
地
区
年
金
相
談
に
つ
い
て

　

市
役
所
年
金
担
当
窓
口
で
は
、

将
来
受
給
す
る
具
体
的
な
年
金
見

込
額
に
関
す
る
ご
相
談
や
老
齢
厚

生
年
金
請
求
書
等
の
受
け
付
け
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
厚
生
年
金
等
の
受

給
手
続
き
や
年
金
に
関
す
る
指

導
・
相
談
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
日
本
年
金
機
構
川
内
年
金
事
務

所
職
員
に
よ
る
出
張
年
金
相
談
を

毎
月
１
回
本
庁
ま
た
は
各
支
所
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
事
前
に
内
容
や
希
望
時

間
を
申
請
す
る
予
約
制
で
、
主
に

次
の
よ
う
な
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

年
金
請
求
の
手
続
き

　

老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年

金
・
障
害
厚
生
年
金
等
の
請
求
手

続
き

将
来
の
年
金
受
給
額

　

具
体
的
な
年
金
見
込
額
に
関
す

る
相
談

障
害
年
金
に
つ
い
て

　

障
害
年
金
の
申
請
手
続
き
に
関

す
る
相
談

　

こ
れ
ら
の
相
談
以
外
に
も
年
金

制
度
全
般
に
関
す
る
質
問
、
相
談

等
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
離
婚
分
割
制
度
お
よ

び
年
金
記
録
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
相
談
時
間
の
関
係
で
対
象

外
に
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
、
川

内
年
金
事
務
所
へ
来
所
ま
た
は
電

話
に
よ
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
へ
来
所
、
ま
た
は
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
開
催
日

や
予
約
受
付
期
間
は
随
時
防
災
行

政
無
線
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

相
談
時
の
必
要
書
類
等

　

年
金
相
談
に
お
い
で
の
際
は
、

年
金
証
書
・
年
金
手
帳
・
振
込
通

知
書
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
て
い
る
書
類
と
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
相
談
も
可
能
で

す
が
、
そ
の
場
合
、
委
任
状
と
代

理
の
方
の
身
分
証
明
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

委
任
状
に
記
入
漏
れ
（
相
談
内

容
が
未
記
入
等
）
が
あ
る
場
合
は

相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
委
任
状
の
様
式

は
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金

担
当
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））
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〇
平
成
三
十
年
度
読
書
標
語
審
査
会
特
選
作
品
紹
介 

～
小
学
４
年
生
の
部
～
（
学
年
は
受
賞
時
） 

 
 

お
父
さ
ん
が 

妹
に
読
ん
で
る
あ
の
本
は 

 

わ
た
し
も
読
ん
で
も
ら
っ
た
本 

 

（ 

出
水
小 

 
 

濵
﨑 

菜
々
美 

） 
 

 

い
も
う
と
が 

に
こ
っ
と
わ
ら
う
よ 

読
み
聞
か
せ
（ 

東
出
水
小 

 

新
藏 

優
樹
乃 

） 
 

 

本
読
む
と 

心
落
ち
着
く 

笑
顔
さ
く 

 
 
 
 

（ 

蕨
島
小 

 
 

古
城 

寧 

々 

） 
 

 
 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/yonmyanse/ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

20分間、家庭での読書を楽しもうという「家読（うちどく）

20 分間運動」、家族で一緒に本を読んだり、読んだ本につい

て話し合ったりすることで、コミュニケーションが生まれ家族

の絆を深めます。 

家読にルールはありませんが、「毎週日曜日はみんなで読書をする」「読み終わったら面

白かったところを家族で紹介しあう」など、家族全員で守ることができるようなルールを決

めることで、家読がより楽しく有意義なものとなるでしょう。

 
 

野田図書館内、資料館・多目的ホール・ロビー系統および視聴覚コーナー・閲覧室エリア系統の 
空調設備が故障のため、空調での冷暖房ができなくなりました。 
なお、学習室コーナーの空調は稼働していますので、こちらのスペースをご利用ください。 
暑さ対策として、扇風機および冷風機等を設置するなど、できるだけ読書環境の改善に努めます。 
ご迷惑をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

 野田図書館の空調（冷暖房）設備の故障について（お詫びとお知らせ） 

同校は、毎年一人当たり 250 冊を超える読書量の確保と保護者による読書カード
の見届けや読書の質の向上も視野に入れた読書活動充実のためのさまざまな取り組

みを展開しています。 
特に、図書委員会が中心となっての「しおりコンテスト」、「朝の読み聞かせ」、「月

１回のイベントの運営」や、「学年別の推薦図書一覧作成」、「スタンプラリー」、「読

書ビンゴ」、「全職員による読み聞かせ」等の取り組みを充実させ、読書に親しむ環

境づくりを行っており、2018 年度鹿児島県図書館大会にて、「子どもの読書活動推
進優良校」として表彰されました。 

そのほか、附属幼稚園との幼小連携も踏まえた

読書活動の展開や、市で重点的に推進している

「家読（うちどく）20 分間運動」の実践を行っ
ています。「親子読書カード」や家読で活用でき

る本を紹介した「家読通帳」を作成・配布し、家

庭における読書活動の充実を図るなど、子どもが

読書を楽しむ工夫が随所に施された各取り組み

をとおして読書好きの子どもの育成に積極的に

取り組んでいます。そのような活動が認められて

今回の受賞となりました。 
 

 

（委員会活動の様子） 

切通小学校が文部科学大臣表彰を受賞しました！  
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　こどもの読書週間（４月23日～５月12日）にあわ
せて、各図書館で開催しました。
　高尾野図書館で開催された「おはなしのへやスペシャ
ル」では、絵本の読み聞かせやパネルシアターのほかに、
参加された皆さんとしおりを作ったり、折り紙を折った
り、楽しい時間を過ごしました。

「おはなしのへや」「おはなしのじかん」
スペシャルを開催しました

≪幼児・小学生≫
● どたんばたんおるすばん　　　　　松田　奈那子　作
● パンダのパンやさん　　　　岡本　よしろう　作・絵
● おなかがすいたよジョーンズさん！　　リチャード・スキャリー　作
● アブラ・カタブラ・カタクリコ　　きたむら　さとし　作
● うちゅうじんはいない !?　ジョン・エイジー　作・絵
● あれあれあれれ　　　　　　　　つちだ　のぶこ　作
● すだつきたのかわせみ　　　　手島　圭三郎　絵・文
● いないいないばあさん　　　　　　佐々木　マキ　作
● とりづくし　　　　　　　　　　　内田　麟太郎　作
● 大渋滞　　　　　　　　　　　　　いとう　みく　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● どこまでも亀　　　　　　　　ジョン・グリーン　作
● ぼくらのセイキマツ　　　　　　　伊藤　たかみ　著
● 瓶に入れた手紙　　　　ヴァレリー・ゼナッティ　作

・・・・・等
≪一般≫
● 朝嵐　　　　　　　　　　　　　　　　矢野　隆　著
● アンド・アイ・ラブ・ハー　　　　　小路　幸也　著
● 淀川八景　　　　　　　　　　　　　藤野　恵美　著
● 検事の信義　　　　　　　　　　　　柚月　裕子　著
● ポルシェ太郎　　　　　　　　　　　羽田　圭介　著
● 同潤会代官山アパートメント　　　　　三上　延　著
● シーソーモンスター　　　　　　　伊坂　幸太郎　著
● おまえの罪を自白しろ　　　　　　　真保　裕一　著
● キボウのミライ　　　　　　　　　　福田　和代　著
● 人類最年長　　　　　　　　　　　　島田　雅彦　著
● 転生　　　　　　　　　　　　　　　笹本　稜平　著
● 夜が暗いとはかぎらない　　　　　寺地　はるな　著
● サバティカル　　　　　　　　　　　　中村　航　著
● 心音　　　　　　　　　　　　　　　　乾　ルカ　著
● ブルー　　　　　　　　　　　　　　葉真中　顕　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ６月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

17日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時 21日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

６月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

3、10、17、24日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

20日（木）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

だっこでギュッ 6日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（日）午後7時～

2019 年６月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

６月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

４日
18日

平和団地集会室 10：30～10：50

鹿島住宅広場 14：20～14：40

茶円堀団地広場 14：50～15：10

鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
５日
19日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30

ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

宮之元集落 14：05～14：25
６日
20日

不動野集落 14：35～14：55

太田原住宅 15：10～15：30

第２・４
木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 13日
27日熊野神社前 14：10～14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

14日
28日

元町自治公民館 10：15～10：35

今釜西自治公民館 10：50～11：10

鶴水園 14：10～14：40

米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.com
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　管内では、2018年中に15件の自転車盗難が
ありました。前年に比べて２件の増ですが、
これは盗難届があったものだけです。
　自転車から離れるときは、短時間でも確実
にワイヤー錠等によるツーロックをしましょ
う。

負傷者

12

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

＜令和元年６月号＞

＜出水警察署管内＞　　　　   　 （暫定値）

交通事故発生状況（人身）

12 0

発生件数 死　者

２０１９年

防犯登録も忘れずに！！

問い合わせ先

※（　）内の数字は前年同期比

(-17)
45 0 50

４月末累計 (-16) (-1) (-27)
２０１９年

出水市防犯協会６３－１５００

４  月  中 (-8) (-1)

スマートフォンにはフィルタリングを！

次のような事件が発生しています

あなたの自転車は大丈夫？

鹿児島県内では、自転車を利用する場合、条例で、自転車損害賠償保険等への加入

が義務付けられています。
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　４月20日と同21日、出水市文化協会美術工芸部に
よる「第８回美術工芸展」が出水公会堂で開催されま
した。展示会では、会員の絵画や水墨画、写真、陶
芸、ステンドグラス、木工など多くの力作が並べら
れました。また、裏千家および出水高校茶道部によ
る抹茶のおもてなしや各種体験教室などもあり、多
くの市民でにぎわっていました。

買
い
物
バ
ス
運
行
開
始

ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
事
業

　大川内地区コミュニティ協議会では、同地区内の
交通手段に困っている高齢者を対象に、ドライブサ
ロン事業を開始しました。同事業は、市内の特別養
護老人ホームを運営している社会福祉法人にご協力
いただき、月に１回程度一緒にバスで買い物等に行
くことを通じて、地域の交流を図る事業です。
　４月11日に出発式が行われ、利用者の皆さんはバ
スに乗って買い物を楽しんでいました。

力
作
が
ズ
ラ
リ

美
術
工
芸
展

　５月７日、本市と一般財団法人九州電気保安協会
鹿児島支部とで、災害時における電気の保安に関す
る協定の調印式を行いました。電気設備等の応急復
旧のために、電気復旧の可否の判断（電力復旧のた
めの助言および軽易な作業を含む）等の協力をいた
だき、公共施設等の迅速かつ適切な機能の維持およ
び復旧を図ることを目的としています。

平
和
へ
の
誓
い特

攻
碑
慰
霊
祭

　４月16日、平和町の特攻碑公園で、出水市特攻碑
顕彰会主催による特攻碑慰霊祭がしめやかに執り行
われました。慰霊碑「雲の墓標」の建設時に始まり今
年で60回目。慰霊祭には、全国から集まった遺族や
元隊員など約200人が参列し、特攻隊員を含む638柱
の御霊に対し、白い菊の花を手向けながら冥福を祈
り、平和への誓いを新たにしていました。

災
害
時
応
援
協
定
締
結

九
州
電
気
保
安
協
会

　５月10日、高尾野きらめきドームで、交通安全運
動啓発広報出発式および地域安全運動啓発広報出発
式が行われました。これは、５月11日からの10日間
全国一斉に始まった春の交通安全運動に合わせて実
施されました。次世代を担う子どもたちの交通事故
防止、交通安全指導を行うことなどを確認し、一斉
に出発しました。

端
午
の
節
句
を
前
に

青
木
公
園
～
市
野
球
場

　４月18日、端午の節句を前に、米ノ津川上空（青
木公園～市野球場）にたくさんのこいのぼりが掲げ
られました。これは、地域おこしと子どもたちの健
やかな成長を願い、出水商工会議所が中心となって
毎年掲げているものです。
　約80匹のこいのぼりは、大空を気持ちよさそうに
泳いでいました。

安
全
運
転
心
が
け
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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　４月 16 日、出水消防署で 35㍍級のはしご付消防
ポンプ自動車の運用開始式を行いました。
　今回配備した車両は、高所の障害物を回避するた
めの先端屈折機能や電動放水銃など、最先端の機能
が装備されており、より安全で迅速な消火、救助活
動が可能となりました。新型車両の性能を最大限発
揮し、市民の安全・安心を守ります。

11
人
が
仲
間
入
り

市
少
年
少
女
合
唱
団
入
団
式

　４月 20 日、市中央公民館小ホールで出水市少年
少女合唱団の入団式を行いました。
　今年度は、11 人の新入団員を迎え、26 人で活動
を開始することになりました。
　同合唱団の歌「この手をつないで」とともに新入
団員が入場し、その後も歓迎の歌がホールに響き渡
り、感動的な雰囲気に包まれた式となりました。
　なお、同合唱団では随時団員を募集しています。

　３月15日、市役所で自衛官の募集業務に協力する
「自衛官募集相談員」の委嘱状交付式が行われまし
た。相談員を委嘱されたのは、猪原一大さん、馬見
新了一さん、神之田拓人さん。任期は2021年３月31
日までです。相談員は、自衛隊広報行事を紹介した
り、入隊希望者本人や家族に対して、説明や勧誘な
どを行います。

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
状
交
付
式 　４月14日、市内の竹林で「親子でタケノコ掘り体

験」があり、約80人の親子が参加しました。
　これは、いずみマチ・テラス実行委員会（岩﨑孝
和会長）が、子どもたちの健やかな成長を願うとと
もに、「いずみマチ・テラス」に興味を持ってもらお
うと企画したもの。子どもたちは、慣れない「くわ」
の扱いに悪戦苦闘しながらも、手伝ってもらいなが
ら大物を掘り出していました。
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験

　４月 13 日、市文化会館で「ゲッターズ飯田開運
トークライブ」が開催されました。
　ゲッターズ飯田さんの開運ヒント満載のトークに
満席の会場は大変盛り上がりました。
　また、直接占ってもらえる抽選会もあり、当選者
は興奮し、開運のヒントを持ち帰りました。
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ヒ
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市
自
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文
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事
業

　４月20日、市総合体育館で出水市スポーツ少年団
結団式を行いました。式では各団を代表して出水市
陸上スポーツ少年団の今村智将さんに本部長から登
録リボンが贈呈され、団員綱領を米ノ津バッファ
ローズスポーツ少年団の福田悠陽さん、指導者綱領
を米ノ津東水泳スポーツ少年団の前田孝美さんが、
それぞれ力強く朗読されました。
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最
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用
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自
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式

PB 32広報いずみ2019（令和元年）６月 広報いずみ2019（令和元年）６月



33 PB広報いずみ2019（令和元年）６月 広報いずみ2019（令和元年）６月

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ

６　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早馬 ☎64－8800

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62－2311

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

９日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200

［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72－0016

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64－1500

16日（日）

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313

［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82－3113

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

23日（日）

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419

［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ しみずこども医院 阿久根市 ☎68－0633

30日（日）

［当］ クリニック．なかむら 消化器・内・外科 平良馬場 ☎62－0241

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350

［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
６月23日

スマイル歯科医院 歯科 ☎75−3300 阿久根市
五 万 石 薬 局 ☎63−8800 野添（出水）

６月30日
柏木歯科クリニック 歯科 ☎79−4618 西 水 流
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場
ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春 日 町
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
６月１日～２日 三 和 住 設 ☎62−5114

携帯電話
（090−7397−7898）

桑野水道設備 ☎82−4385

携帯電話
（090−7154−7490）

６月３日～９日 井 手 口 電 設 ☎62−0901 中 畠 組 ☎82−0437

６月10日～16日 太田電機工業所 ☎63−1966 山﨑水道設備 ☎82−1600

６月17日～23日 道 添 建 設 ☎62−3833 福 井 組 ☎84−2534

６月24日～30日 川 島 工 建 ☎63−6685 慶 越 組 ☎82−0442

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2019年４月１日〜同４月30日）
火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病
出　　水 ０件（±０） ０件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 166件（−14） 106人（＋７）

2019年の累計 ４件（＋１） ３件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 765件（−20） 445人（−68）
※（　）内の数字は前年同月比

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

６月の主な行事

６月２日
き ず な 歯 科 歯科 ☎68−8133 沖 田
マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千 本 付
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

６月９日
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中
ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町
か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

６月16日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太 鼓 橋
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東
し も ず る 薬 局 ☎64−2211 下 山
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

13日（木）▶定例行政相談所開設（午前10時・市社会福祉会館）

15日（土）▶出水総合医療センター　タウンミーティング（午後２時・市役所本庁舎）

28日（金）▶映画会（午後６時・市中央図書館）

29日（土）▶博物館講座「クワガタ博士になろう」（午前10時・クレインパーク周辺）

火の元には十分注意しましょう！

水道修繕工事当番事業者

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前10時〜正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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毎
年
一
万
羽
を
越
え
る
ツ
ル
が
出

水
に
渡
来
し
、
冬
を
過
ご
し
ま
す
。

　

ツ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
の
が
、
荒
崎
と
東
干

拓
の
「
ツ
ル
保
護
監
視
員
」
で
す
。

　

早
朝
の
給
餌
か
ら
ね
ぐ
ら
の
水
の

管
理
、
ツ
ル
の
保
護
、
回
収
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
市
内
を
巡
回
し
、
死

亡
し
て
い
る
ツ
ル
や

弱
っ
て
い
る
ツ
ル
の

早
期
発
見
に
努
め
て

い
る
の
が
、「
ツ
ル
巡

回
監
視
員
」
の
方
々

で
す
。

　

ツ
ル
の
ま
ち
出
水

は
、
こ
の
よ
う
な
た

く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ツ
ル
保
護
に
関
わ
る
方
々
」

『今月の問題』
環境省の絶滅危惧種レッドリスト
に指定されていないクワガタはど
れでしょうか？
Ａ　オオクワガタ
Ｂ　ノコギリクワガタ
Ｃ　ヒラタクワガタ

先月号のクイズと答え
干潟（潮が引くと砂地や泥地になる浅
瀬の海岸）はなぜ大切なのでしょう
か？
Ａ　海水浴のため
Ｂ　埋め立てて土地を広げるため
Ｃ　海水を浄化するため
答えはＣ　海水を浄化するためでした。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す　陣羽織の寄贈をはじめ出水麓まつりの立

ち上げや祭り用御所車の製作など、長年に
わたり本市の観光振興に尽力いただいた益
山宏規さんに感謝状を贈りました。

　東光山公園をはじめ本市の公園への桜の
植栽をとおして、市民の憩いの場である公
園の景観向上に寄与されたことに対して、
NPO 法人 How　to　21　Club（吉井秀之理
事長）に感謝状を贈りました。

　文化庁は５月 20 日、国の重要伝統的建造
物群保存地区の「出水麓」等を 2019 年度の
日本遺産に認定しました。「麓」は江戸時代
に薩摩藩によって政治的につくられた武士の
町で、本市のほかにも、県内８市の「麓」が
今回一緒に日本遺産に認定されました。
　同日、市役所本庁舎で祝賀セレモニーを開
催し、観光関係者など約 100 人が集まり、万
歳で県内初の認定を喜びました。

　日本選手権水泳競技大会の結果報告に市
役所を訪問した、坂口智悟さん（市水泳協
会）。同大会では惜しくも入賞を逃しまし
たが、自己ベストを更新。今後の活躍が期
待されます。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

　昨年の出水ツルマラソン大会にゲストラ
ンナーとして参加していただいた岩元みさ
さんが、アフリカで開催される「ナミブ砂
漠 250㌔ウルトラマラソン」への挑戦を前
に、市役所を訪問しました。


